
臨時特別号

後
も
内
容
の
拡
充
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
は
「
全
飲
連
全
国

ぐ
ん
ま
高
崎
大
会
」
の
開
催
に
伴

い
、
記
念
誌
の
発
行
も
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
広
告
掲
載
に
関
し
ま
し

て
も
、
皆
様
の
ご
協
力
を
引
き
続

き
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
青
年
・
女
性
部
会
長
／
深
澤
龍
一

  

（
高
崎
）

　

青
年
・
女
性
部
会
は
、
昨
年
3
月

に
高
崎
で
行
わ
れ
た
全
国
理
事
会

で
、
沢
山
の
方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
、
今
年
の
沖
縄
大
会
で
も
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。  

　

今
後
も
、
年
間
を
通
じ
て
様
々
な

活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ご
協
力
と
ご
支
援
を
引
き
続
き
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
特
相
部
会
／
及
川
隆
彦
部
会
長

  

（
太
田
）

　

平
成
30
年
度
中
の
振
興
事
業
貸
付

は
22
件
、
生
活
衛
生
改
善
貸
付
は
20

件
、
合
計
で
42
件
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
は
、
組
合
員
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
も
代
表
的
な
も
の
で

す
。
こ
う
し
た
制
度
を
利
用
し
て

日
々
の
営
業
改
善
を
図
る
の
は
と
て

も
有
意
義
な
こ
と
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②
振
興
事
業
実
施
報
告
／
桑
原
勝
広

　
振
興
事
業
総
括
（
高
崎
）

　

平
成
30
年
度
に
実
施
さ
れ
た
振
興

事
業
（
全
16
項
目
）
に
つ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
組

合
員
数
は
２
、０
８
４
名
と
な
り
ま

し
た
。

■
第
２
号
議
案

　

平
成
30
年
度
収
支
決
算 

承
認
に
つ

い
て
／
中
島
市
郎
副
理
事
長
（
沼
田
）

　

決
算
書
に
基
づ
き
、
平
成
30
年
度

の
収
支
決
算
に
関
す
る
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
大
幅
な
黒
字

と
な
り
、
各
種
事
業
の
成
功
と
、
企

業
か
ら
の
各
種
照
会
手
数
料
の
収
入

等
が
増
加
す
る
結
果
へ
と
繋
が
り
ま

し
た
。
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理
事
長
挨
拶

群
馬
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合 

理
事
長  

深
堀  

達
義

　

令
和
元
年
7
月
8
日
（
火
）、
み
な
か
み
ホ
テ
ル
ジ
ュ
ラ
ク
に
て

「
群
馬
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
・
第
52
回
通
常
総
代
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
の
各
種
報
告
、
令
和
元
年
度
の
事
業
計

画
や
予
算
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

組
合
員
事
業
の
活
性
化
と
組
合
加
入
の

満
足
度
を
さ
ら
に
高
め
る

　

平
素
よ
り
、
群
馬
県
飲
食
業
生
活

衛
生
同
業
組
合
に
対
し
ま
し
て
、
格

別
な
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

■
全
飲
連
全
国
ぐ
ん
ま
高
崎
大
会
へ

　

向
け
て

　

6
月
に
行
わ
れ
た
全
飲
連
沖
縄
県

大
会
で
は
、
総
勢
72
名
と
い
う
沢
山

の
参
加
者
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ぐ

ん
ま
飲
食
の
Ｐ
Ｒ
を
盛
大
に
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
御
協
力
、
ま
こ

と
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　

い
よ
い
よ
、
来
年
２
０
２
０
年
6

月
3
日
に
は
、
第
58
回
全
飲
連
全
国

ぐ
ん
ま
高
崎
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
全
国
か
ら
集
ま
る
参
加
者
の
皆

様
へ
「
最
高
の
お
も
て
な
し
を
提
供

す
る
」
た
め
の
準
備
を
、
本
格
的
に

進
め
て
い
く
時
期
と
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。

　

さ
ら
な
る
お
力
添
え
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
我
々
の
業
界
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
変
化
と
動
き
が
あ
る
年

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
の
10
月

に
は
消
費
税
が
改
正
さ
れ
「
特
別
減

税
」
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
消

防
法
も
改
正
さ
れ
、
調
理
場
に
は
消

火
器
の
設
置
も
義
務
付
け
ら
れ
、
令

和
2
年
に
施
行
さ
れ
る
「
受
動
喫
煙
」

へ
の
準
備
や
対
策
な
ど
も
必
要
と
な

っ
て
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
問
題
に
対
し
て
様
々
な

講
習
会
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
個
々
に
必
要
に
な
っ
て

く
る
準
備
や
費
用
等
の
ご
相
談
に
関

し
て
も
、
必
要
に
応
じ
て
組
合
ま
で

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。  

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の

更
な
る
飛
躍
と
ご
繁
栄
、
ご
健
勝
を

心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第 52 回通常総代会開催

■
第
１
号
議
案

平
成
30
年
度
事
業
報
告
承
認
に
つ

い
て

①
事
業
報
告
（
部
会
報
告
）

○
総
務
部
会
／
松
田
和
典
部
会
長

  

（
高
崎
）

　

平
成
31
年
4
月
か
ら
平
成
31
年
度

に
実
施
さ
れ
た
事
業
や
各
種
会
議
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
事
業
部
会
／
阿
部
正
孝
部
会
長

  

（
伊
勢
崎
）

　
「
日
通
と
く
と
く
券
」
の
取
り
扱

い
店
舗
は
平
成
29
年
度
の
88
件
に
対

し
て
平
成
30
年
度
は
73
件
と
な
り
ま

し
た
。

　

標
準
営
業
約
款
の
登
録
店
で
す

が
、
平
成
31
年
3
月
末
現
在
で
34
件

と
な
り
ま
し
た
。
集
団
扱
自
動
車
保

険
は
、
29
年
度
が
69
件
、
平
成
30
年

度
は
81
件
で
、
11
件
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。

　

全
飲
連
交
通
傷
害
普
通
保
険
は
、

平
成
29
年
度
が
１
２
９
件
、
平
成

30
年
度
が
１
１
３
件
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。
全
飲
連
新
総
合
賠
償
保
険
に

つ
い
て
は
平
成
29
年
度
が
２
２
２

件
で
、
平
成
30
年
度
は
２
０
５
件
と

い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
各
種
照
会
手
数
料
で
す

が
、
ネ
ク
シ
ィ
ー
ズ
が
4
件
で

６
７
、７
２
３
円
、
ミ
ツ
ウ
ロ
コ
で
ん

き
が
１
６
９
件
で
４
８
５
、２
４
５
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協

力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

○
組
織
拡
充
部
会
／
高
島
修
部
会
長

  

（
安
中
）

　

現
在
、
19
件
の
企
業
に
賛
助
会
員

と
し
て
ご
加
入
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
組
合
維
持
、
活
動
の
さ
ら
な
る

充
実
の
た
め
に
も
、
ご
紹
介
い
た
だ

け
る
企
業
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

○
広
報
事
業
部
会
長
／
針
谷
滋
副
理

   

事
長
（
桐
生
）

　

平
成
30
年
度
9
月
、
群
飲
だ
よ
り

（
73
号
）
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。

発
行
の
費
用
に
関
し
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
同
様
、
各
支
部
の
広
告
費
に

よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今

平成から令和に改元され飲食業界も新時代

全国飲食業生活衛生同業組合連合会
　　  会長  森川　進 

■
第
３
号
議
案

　

令
和
元
年
度
事
業
計
画
（
案
）
決

定
に
つ
い
て
／
桑
原
勝
宏
振
興
事
業

総
括

　

振
興
計
画
を
軸
と
し
た
組
合
事
業

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
度
制

定
さ
れ
た
「
生
活
衛
生
同
業
組
合
活

動
推
進
月
間
」
を
中
心
に
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

　

こ
の
内
容
は
組
織
の
強
化
、
組
合

員
増
員
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
組
合
員
に
対
し
て
多
く

の
糧
や
利
益
に
直
結
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
事
業
を
展
開
で
き
る
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

■
第
４
号
議
案

令
和
元
年
度
収
支
予
算
（
案
）
決
定

に
つ
い
て
／
中
島
市
郎
副
理
事
長

■
第
５
号
議
案

そ
の
他
／
深
堀
達
義
理
事
長

　

通
常
総
代
会
で
は
、
第
1
号
〜
5

号
ま
で
全
て
の
議
案
が
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
報
告
事
項

●
新
支
部
組
合
長

　

藪
塚
本
町
飲
食
店
組
合

　
　

佐
野 

孝
治
（
桐
華
園
）

　

草
津
町
飲
食
店
組
合

　
　

山
口 

武
則
（
あ
お
や
ま
）

 

講 

習 

会

　

関
東
信
越
国
税
局
よ
り
「
軽
減
税

率
制
度
」
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

取
引
の
流
れ
や
軽
減
税
率
対
応
へ

の
ポ
イ
ン
ト
、
対
象
品
目
に
つ
い

て
、
分
か
り
や
す
い
解
説
と
、
資
料

が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

 

ま
た
、
日
本
ト
リ
ム
様
よ
り
「
ト
リ

ム
イ
オ
ン
」
の
講
習
会
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

  

「
胃
腸
症
状
の
改
善
」
の
効
果
が
期

待
で
き
る
電
解
水
素
水
を
、
サ
ン
プ

ル
や
図
で
解
説
し
、
組
合
員
へ
の
特

典
な
ど
の
お
知
ら
せ
も
あ
り
ま
し
た
。

令和元年度 重点実施事業
○組合員の加入勧奨の促進
○エリア会議機能の強化・拡充を図る

ぐんま高崎大会成功へ最大限の努力をぐんま高崎大会成功へ最大限の努力を



　

全
国
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

連
合
会
が
主
催
の
全
国
大
会
は
、
昭

和
37
年
か
ら
続
い
て
い
る
歴
史
あ
る

大
会
で
す
。

　

い
よ
い
よ
、
来
年
・
２
０
２
０
年

に
は
、「
全
飲
連
全
国
ぐ
ん
ま
高
崎
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
多
く

の
仲
間
が
群
馬
に
や
っ
て
き
ま
す
。

　

我
々
の
ふ
る
さ
と
群
馬
県

は
、
豊
か
な
自
然
や
豊
富
な
食

材
、
全
国
区
の
温
泉
、
沢
山
の

魅
力
が
集
ま
っ
て
い
る
県
で
す
。

　

組
合
員
全
員
で
一
致
団
結

し
、
群
馬
の
魅
力
を
全
国
の
皆

さ
ん
に
ア
ピ
ー
ル
出
来
る
貴
重

な
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
お
も
て
な
し
の
気
持
ち
」
を

大
切
に
し
、
こ
の
一
年
を
通
し

て
万
全
の
体
制
で
取
り
組
み
、

最
高
の
大
会
と
な
り
ま
す
よ

う
、
改
め
ま
し
て
皆
様
の
ご
協

力
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

（2）2019 年（令和元年）9 月 30 日 群飲だより臨時特別号

第
57
回
全
飲
連
全
国
沖
縄
県
大
会

ぐ
ん
ま
飲
食
よ
り
72
名
の
組
合
員
が
参
加

　

２
０
１
９
年
6
月
25
日
（
火
）、
沖

縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
き

ま
し
て
、
第
57
回
全
飲
連
全
国
沖
縄

県
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ぐ
ん
ま
飲
食
か
ら
は
72
名
も
の
組
合

員
が
参
加
し
、
大
会
の
成
功
に
尽
力
し

ま
し
た
。
大
会
参
加
と
組
合
の
親
睦
を

兼
ね
た
2
泊
3
日
の
行
程
に
つ
い
て
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

6
月
25
日
（
火
）
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
お
お
た
か
ら
バ
ス
で
出
発
し
、
高

崎
駅
を
経
由
し
一
路
、
羽
田
空
港
か

ら
那
覇
空
港
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

到
着
後
は
昼
食
を
取
り
、
オ
リ
オ
ン

ビ
ー
ル
で
お
馴
染
み
の
「
オ
リ
オ
ン

ハ
ッ
ピ
ー
パ
ー
ク
」
や
「
沖
縄
美
ら

海
水
族
館
」
で
観
光
を
楽
し
み
、
当

日
は
ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
オ
リ
オ
ン
に

宿
泊
し
ま
し
た
。

　

翌
26
日
（
水
）
は
ホ
テ
ル
を
出
発

し
、
琉
球
国
王
の
居
城
と
し
て
王
国

の
政
治
・
外
交
な
ど
中
心
的
役
割
を

果
た
し
た
「
首
里
城 

守
礼
の
門
」
を

見
学
、
昼
食
を
取
っ
た
後
、
沖
縄
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

る
沖
縄
大
会
へ
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
沖
縄
の
伝
統
と
風
土

を
感
じ
さ
せ
る
華
や
か
な
式
典
と
な

り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
後
半
で
は
、
次
回
大

会
開
催
県
で
あ
る
、
ぐ
ん
ま
飲
食
の

組
合
員
が
登
檀
し
、
深
堀
理
事
長
の

音
頭
の
下
、
次
回
大
会
へ
の
意
気
込
み

と
群
馬
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

翌
27
日
（
木
）
は
ホ
テ
ル
を
出
発

し
「
泡
盛
ま
さ
ひ
ろ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

と
糸
満
市
に
あ
る
「
ひ
め
ゆ
り
平
和

祈
念
資
料
館
」
さ
ら
に
は
「
玉
泉
洞
」

を
見
学
し
、
那
覇
空
港
か
ら
羽
田
へ

と
飛
び
、
バ
ス
で
太
田
を
経
由
し
て

高
崎
駅
へ
と
戻
り
ま
し
た
。

　

沖
縄
県
大
会
へ
の
旅
は
、
親
睦
を

深
め
る
と
と
も
に
、
ぐ
ん
ま
高
崎
大

会
へ
の
士
気
も
高
め
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
。

　

次
回
は
い
よ
い
よ
ぐ
ん
ま
高
崎
大

会
で
す
。
さ
ら
な
る
結
束
を
高
め
、

大
会
ま
で
「
最
高
の
お
も
て
な
し
」

と
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

い よ い よ  
全飲連全国ぐんま高崎大会

い よ い よ  
全飲連全国ぐんま高崎大会


